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台風が日本に上陸する条件 
慶應義塾高等学校２年 

スーパーサイエンスⅠ（大気科学）履修  S.K  G.M 

 

目的 

 台風の日本への上陸数が過去最多だった 2004 年のデータと、台風の上陸数が最も少な

かった 2000 年のデータを比較し、どのような条件のときに台風が日本列島に上陸するの

かを調べる。 

 

台風の発と上陸の条件 

 台風が発生する条件は，海面の温度が 26 度以上であり，日本南海における南北の温度

傾度が比較的小さいことである． 

 台風が日本に上陸する条件としては，次の 3 つが考えられる． 

・太平洋上の高気圧が張り出していて、その縁が日本列島上にある。 

・大陸からの偏西風が日本列島に沿って吹いている。 

・日本の南側で台風が発生している。 

 

発生のしやすさ 

（１）気温の比較 

 気温の影響を調べるために 2000 年と 2004 年の 6 月～9 月の気温の差を図 1 に示した。 

 

 6 月、日本の南海上の気温は 2000 年（台風上陸数過去最少）と 2004 年（台風上陸数

過去最多）の差はほとんど見られない。一方、7 月から 9 月では 2004 年の方が気温が高

くなっていることがわかる。またその範囲も月を追うごとに広くなっていることもわかる。

つまり、7 月以降 2004 年の方が 2000 年より気温が高く、台風が発生しやすい状況であ

ったと考えられる。 

 

（２）海面水温 

 次に 2000 年 9 月と 2004 年 9 月について、日本の南の海面温度分布を図 2 に示した。

南北温度傾度は 2000 年に比べ 2004 年の方が小さいことがわかる。つまり、2000 年より

も 2004 年の方が台風が発生しやすい状況であったと言える。 
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(a)6 月 

 
 

(b)7 月 

 
図 1 2000 年と 2004 年の気温の差（6 月～7 月） 
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(c)8 月 

 

 

(d)9 月 

 
図 2 2000 年と 2004 年の気温の差（8 月～9 月） 
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図 3 日本南海の温度分布 

陰影：2004 年 9 月、等値線： 2000 年 9 月 

 

(3) 発生の条件 

 平年と 2000 年、2004 年の台風の発生数、接近数、上陸数を表１に示した。台風の接

近とは気象庁が定義したもので、台風の中心が日本から 300km 以内に近づくことを指す。 

 

表１ 台風の発生数、接近数、上陸数（気象庁提供） 

 平年値 2000 年 2004 年 

発生数 26.7 23 25 

接近数 10.8 15 10 

上陸数 2.6 0 10 

 

気温の分布や日本の南の海面温度経度から、2000 年よりも 2004 年の方が台風が発生

しやすい状況であったことがわかった。しかし、表１を見ると、2000 年の台風発生数は

23 個で、2004 年の発生数は 25 個（11 月 16 日まで）であり、ほぼ同じである。 

ここで、台風の接近数と上陸数に注目する。接近数は 2000 年が 15 個、2004 年が 10

個で 2000 年の方が多い。しかし上陸数は 2000 年が 0 個であるのに対し 2004 年は 10 個

と、2004 年の方が圧倒的に多い。また、2004 年は接近した全ての台風が上陸している。

このことから、日本の南の海面水温が高く、温度傾度が小さいなど、台風が発生しやすい

条件が完全に満たされなくても台風は発生するが、条件が満たされているほうが勢力が強

くなると考えられる。2000 年は、台風の勢力が弱く、日本に接近しても上陸することが

できなかった。一方 2004 年は接近数は 2000 年に比べると少なかったが、勢力が強いた

めに接近できれば容易に上陸することができたと考えられる。  
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上陸のしやすさ 

(1) 台風が日本に上陸するときの大気の流れ 

 大気の大循環は、低緯度では東風、中緯度では西風、高緯度では東風に代表される。図

4 は月別の平均的な台風の進路を表したものである。これらのことから次のことが予想さ

れる。 

①台風が発生するような低緯度では東風が吹いているので、台風は西に移動する。また、

台風は地球の自転の影響も加わり，北に移動する。結果として台風は北西に進路をとる。 

②北に向かうにつれて緯度が高くなり、今度は偏西風に乗って進路を北東にとり始める。 

③高気圧の縁に沿って日本へ上陸する。 

 

図 4 月別の平均的台風の経路（気象庁提供） 

 

(2) 高気圧の状況 日本付近の海面気圧を図 4 に表した。 

図５(a)、(b)を見ると、日本列島に沿う形に気圧が急激に変化している。このことは

高気圧のふちがはっきりと日本の上空に現れていることを意味している。一方、図５(c)、

(d)を見ると、日本列島に沿う形にはなっているが、気圧傾度が小さく、高気圧の縁がぼ

んやりとしていることがわかる。 

 

表 2 8 月、9 月における台風の発生数、接近数、上陸数 

 平年 2000 年 2004 年 

 8 月 9 月 8 月 9 月 8 月 9 月 

発生数 5.5 5.1 6 5   

接近数 3.4 2.6 4 3 4 3 

上陸数 0.9 0.9 0 0 4 3 

 

表 2 は平年と 2000 年、2004 年の 8 月、9 月の台風発生数、接近数、上陸数を表したも

のである。これを見ると、2000 年と 2004 年の接近数は同じである。しかし台風の経路

図を見ると 2000 年の接近の大半は沖縄諸島に接近しているものであり、本州、四国、九

州、北海道への接近数は 8 月に２回、9 月に 0 回である。これに対し、2004 年に接近し
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た台風はすべて日本列島に上陸している。図６は 2004 年台風 15 号と 18 号の進路図であ

る。図５(a)、(b)と比較すると、台風が高気圧の縁を沿って北上していることがわかる。 

これらのことから、高気圧の縁がはっきりとしていることは、台風が日本に上陸する

レールのような役割をしていたと考えられる。 

 

    

(a)2004 年 8 月           (b)2004 年 9 月 

    

(c)2000 年 8 月            (d)2000 年 9 月 

図 5 日本付近の海面気圧 
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2004 年 台風 15 号                  2004 年 台風 18 号 

図 6 2004 年台風 15 号と 18 号の進路図（気象庁提供） 

３）偏西風 

図７は台風の進路に影響を及ぼす、高度約 5000m の風のようすを表したものである。 

  

(a)2004 年 8 月              (b)2004 年 9 月 

 

(c)2000 年 8 月              (d)2000 年 9 月 

図 7 高度 5000m 付近の風のようす 

 

 図７を見ると、2000 年、2004 年を比べて偏西風の吹き方にはあまり差が見られない。

また、表 2 の台風の接近数も 2000 年、2004 年とも平年とほぼ同じである。このことか

ら偏西風の吹き方は 2000 年、2004 年ともに平年と比べて顕著な差はなかったと思われ

る。よって、台風が日本に上陸するかどうかに偏西風の吹き方はあまり関係がないと考え

られる。 
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まとめ 

 台風の発生の発生条件をまとめると次のようになる。 

・台風が発生するには海面温度が 26 度以上あれば良い。 

・海面温度が高いほど台風の勢力は強くなる。 

・南北の気温傾度が小さいほど勢力は強くなる。 

 台風の上陸の条件をまとめると次のようになる。・台風が上陸するためには強い勢力が

必要である。 

・高気圧の縁がはっきりしているとレールのように働き台風を誘導する。 

・偏西風の吹き方は、台風の上陸にはあまり関係がない。 

 

注：本論文は 2004 年度 慶應義塾高等学校 日吉祭にスーパーサインエンスⅠ（大気科

学）の授業の一環として出展したポスターを論文集用に編集したものである。  


